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序説

STK505 使用者の手引き

STK505基板はAtmel社製STK500開発基板用のｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板です。これは以下の特徴で一覧
される14ﾋﾟﾝと20ﾋﾟﾝAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの支援を追加します。

STK505はこれらﾃﾞﾊﾞｲｽの機能の完全な利用を可能にするﾊｰﾄﾞｳｪｱやｺﾈｸﾀを含みます。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

本ｷｯﾄに含まれているのはATtiny24とATtiny26の試供品です。

図1-1. STK500用STK505ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

特徴 ■　ATtiny24/44/84とATtiny26/261/461/861を支援 

■　AVR Studio 4による支援

■　14ﾋﾟﾝSOIC外囲器用挿入力ｾﾞﾛ(ZIP)ｿｹｯﾄ 

■　14ﾋﾟﾝと20ﾋﾟﾝPDIP外囲器用DIPｿｹｯﾄ 

■　STK500を通した高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援 

■　STK500を通した直列(ISP)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(実装書き込み)を支援 

■　異なるｸﾛｯｸ元間選択用のｽｨｯﾁ 

■　RESETﾋﾟﾝに対するﾘｾｯﾄとI/O機能間選択用のｽｨｯﾁ 

■　基板上のｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ



開始に際して

STK505 使用者の手引き2

本項はSTK500へのSTK505接続法、各種周辺機能へのｹｰﾌﾞﾙ接続法を記述します。

注: 本資料の残りに対するATtiny24はATtiny24,ATtiny44,ATtiny84の全部に対して使われま
す。ATtiny26はATtiny26,ATtiny261,ATtiny461,ATtiny861の全部に対して使われます。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ概要

ZIFｿｹｯﾄ

DIPｿｹｯﾄ

低電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｺﾈｸﾀ

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｺﾈｸﾀ

ﾎﾟｰﾄ設定ｽｨｯﾁ

ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ

STK505はATtiny24を支援する緑の領域とATtiny26を支援する青の領域の、2つの領域に分
けられます。

注: ｿｹｯﾄには同時に1つのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽだけが挿入されるべきです。

ZIFｿｹｯﾄはSOIC外囲器のATtiny24用です。

ｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝは左下隅側の白い三角形で指示されます。

DIPｿｹｯﾄはATtiny24とATtiny26用です。

ｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝは右下隅側の白い三角形で指示されます。

AVRはSTK500上のISP6PINとSTK505上のSPROGﾍｯﾀﾞ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを使うことにより、直列
動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

ATtiny26はSTK500とSTK505間に10芯ｹｰﾌﾞﾙを使うことにより、高電圧並列動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
することができます。

ATtiny24はSTK500とSTK505間に10芯ｹｰﾌﾞﾙを使うことにより、高電圧直列動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
することができます。

ATtiny24とATtiny26のXTAL1, XTAL2とRESETﾋﾟﾝはｸﾛｯｸ元またはﾘｾｯﾄとして使われない時
に標準I/Oﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝとしても使うことができます。

ﾎﾟｰﾄ設定ｽｨｯﾁはこれらの使用に対応して異なる部品/信号をﾋﾟﾝに接続します。

これは「ｸﾛｯｸ元とﾘｾｯﾄ」節でもっと詳細に記述されます。

ｸﾛｯｸ用のｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄは高い周波数のｸﾘｽﾀﾙ使用を可能とするために、各対象ｿｹｯﾄ近くに
配置されます。

ｸﾘｽﾀﾙが対象ｸﾛｯｸ信号生成に使われるとき、ｸﾛｯｸ選択ｽｨｯﾁはXTAL位置でなければなりま
せん。

STK505の装着 最初にSTK505がSTK500上に装着されなければなりません。

 1. STK500の電源を切ってください。

 2. STK500から他のどのｱﾀﾞﾌﾟﾀも取り去ってください。

 3. STK500上のどれかのｿｹｯﾄに装着されたどのAVRも取り去ってください。

 4. STK500にSTK505を配置してください。両基板のEXPAND0とEXPAND1ﾍｯﾀﾞが正しく整列
しているのを確認してください。
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ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ STK505には3つの異なるｸﾛｯｸ設定を支援するための容易なﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定支援があります。

■ 外部ｸﾛｯｸ

■ 基板上ｸﾘｽﾀﾙ

■ 内蔵発振器

XTAL1とXTAL2はｸﾛｯｸ入出力として使われない時に、標準I/Oﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝとして設定されます。

ｸﾛｯｸ選択ｽｨｯﾁはｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝまたはI/Oﾋﾟﾝのどちらかとしての使用に応じて、ﾋﾟﾝを異なる部品
に接続するのに使われます。

注: ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞは選択したｸﾛｯｸ元を使うように設定されなければなりません。より多くの詳
細についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

ﾘｾｯﾄ/ﾎﾟｰﾄB
(RESET/PORTB) ｽｨｯﾁ

位置 機能

XTAL XTAL1とXTAL2ﾋﾟﾝはｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄに接続されます。

EXT CLK
XTAL1ﾋﾟﾝはSTK500のｸﾛｯｸ元へ接続されます。
XTAL2ﾋﾟﾝはPORTBﾍｯﾀﾞへ接続されます。

XTAL1とXTAL2ﾋﾟﾝはPORTBﾍｯﾀﾞへ接続されます。INT RC

RESET/PORTBｽｨｯﾁはSTK500からのﾘｾｯﾄ信号か、または標準I/Oﾋﾟﾝとしての使用に対して
ｱｸｾｽ可能とするためにSTK500のPORTBﾍｯﾀﾞへ、のどちらかにRESETﾋﾟﾝを接続します。

注: ﾘｾｯﾄ機能を禁止して標準I/Oﾋﾟﾝとしてﾋﾟﾝを使うにはRSTDISBLﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されな
ければなりません。更なる詳細についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。
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序説 STK505上のAVRﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞには2つの異なる方法があります。

■ 低電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (実装書き込み(ISP : In-System Programming)とも呼ばれる)

■ 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (ATtiny24は直列動作、ATtiny26は並列動作)

ここでの低電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは実装書き込み(ISP)として記述されます。

以降の項は適切なｹｰﾌﾞﾙの接続法を記述します。AVR Studioでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの使
用法についてはSTK500使用者の手引きをご覧ください。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
(実装書き込み)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってSTK505上のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、STK500基板上
のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK505基板上の使用ﾃﾞﾊﾞｲｽに対応したSPROGｺﾈｸﾀ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを接
続してください。

例えば、ATtiny24をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合、図2-1.で示されるように緑の領域のSPROGﾍｯﾀﾞに6
芯ｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

ATtiny26をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合、図2-2.で示されるように青の領域のSPROGﾍｯﾀﾞに6芯ｹｰﾌﾞ
ﾙを接続してください。

そしてAVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください。

図2-1. ATtiny24のISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 図2-2. ATtiny26のISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

注: AVRをISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするにはAVRがISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可(SPIENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0))に設
定されていなければなりません。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可(SPIEN)ﾋｭｰｽﾞは高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに
よってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にできます。

STK500資料のFusesﾀﾌﾞ項を調べてください。
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高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは4.5～5.5Vに設定した目的電圧が必要です。これらの電圧を許容でき
ない外部ﾊｰﾄﾞｳｪｱがSTK505/STK500に接続されている場合、それはAVRの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞに先立って切断されなければなりません。

ATtiny24の高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってSTK505に配置されたATtiny24をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下の手順
に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 2. 4.5～5.5Vを許容できないどのﾊｰﾄﾞｳｪｱもSTK500とSTK505から切断してください。

 3. 図2-3.で示されるようにSTK500のPROGDATAをSTK505のHVSPROGに接続してくださ
い。

 4. 図2-3.で示されるようにSTK500のPROGCTRLをSTK500のPORTAに接続してください。

 5. 表2-1.に従ってｼﾞｬﾝﾊﾟとｽｨｯﾁを設定してください。

 6. STK500の電源を投入してください。

 7. AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください。

図2-3. ATtiny24の高電圧(直列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

表2-1. ATtiny24用高電圧(直列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ｼﾞｬﾝﾊﾟ/ｽｨｯﾁ設定

STK500 STK505

RESET位置VTARGET RESETｽｨｯﾁ装着

EXT CLK位置AREF XTALｽｨｯﾁ任意

装着RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間装着OSCSEL

装着BSEL2

開放(未装着)PJUMP
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ATtiny26の高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってSTK505に配置されたATtiny26をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下の手順
に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 2. 4.5～5.5Vを許容できないどのﾊｰﾄﾞｳｪｱもSTK500とSTK505から切断してください。

 3. 図2-4.で示されるように、STK500のPROGCTRLをSTK505のPROGCTRLに接続してくださ
い。

 4. 図2-4.で示されるように、STK500のPROGDATAをSTK505のPROGDATAに接続してくだ
さい。

 5. 表2-2.に従ってｼﾞｬﾝﾊﾟとｽｨｯﾁを設定してください。

 6. STK500の電源を投入してください。

 7. AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください。

図2-4. ATtiny26の高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

表2-2. ATtiny26用高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ｼﾞｬﾝﾊﾟ/ｽｨｯﾁ設定

STK500 STK505

RESET位置VTARGET RESETｽｨｯﾁ装着

EXT CLK位置AREF XTALｽｨｯﾁ任意

装着RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間装着OSCSEL

開放(未装着)BSEL2

開放(未装着)PJUMP
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの問題
問題点 対処原因

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続。

STK500のISP6PINとSTK505の選択した目
的領域のSPROG間を6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続し
てください。AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞもご覧くださ
い。

AVRが低ｸﾛｯｸ周波数
で走行。

STK500のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁが正しい位置である
のを確認してください。AVR Studioのﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでMainﾀﾌﾞのSettings...釦か
らISPｸﾛｯｸ周波数を減らしてみてください。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが動

作しない。 SPI許可(SPIEN)ﾋｭｰｽﾞ
が非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってSPI許可(SPIE 
N)ﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)してください。

ﾘｾｯﾄ禁止(RSTDISBL)
ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾘｾｯﾄ禁止(RST 
DISBL)ﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にしてくださ
い。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(DWEN)
ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE
許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にして
ください。

10芯ｹｰﾌﾞﾙ誤接続。

設定(接続)についてはAVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
をご覧ください。

STK500上の(BSEL2), 
OSCSEL, RESET, VT 
ARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが正しく
設定されていない。

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞが動作しない。

STK505のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ
が不正な位置。

このｽｨｯﾁをEXT CLK位置に設定してくだ
さい。AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞもご覧ください。

STK505のﾘｾｯﾄ ｽｨｯﾁ
がPORTB位置。

このｽｨｯﾁをRESET位置に設定してくださ
い。

一般の問題
問題点 対処原因

ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝのいくつか
が動作しない。

AVRがZIFｿｹｯﾄに正し
く装着されていない。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがｿｹｯﾄに正しく装着されているの
を確認してください。装着ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾗｯﾁが
開放されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽはｿｹｯﾄ底部へ良好
に接合されます。

不正なｸﾛｯｸ元かまた
はｸﾛｯｸなし。

ｸﾛｯｸ ﾋｭｰｽﾞ設定に従って、STK500とSTK 
505で適切なｸﾛｯｸ元を選択してください。
STK500のOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟとSTK505のｸﾛｯ
ｸ ｽｨｯﾁを調べてください。ｿｹｯﾄの1つでｸﾘ
ｽﾀﾙを使っている場合、ｿｹｯﾄにしっかりと
装着されていることを調べてください。

ｺｰﾄﾞ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)が走
行しない。

ｸﾛｯｸ周波数が(その動
作電圧での)AVRのｸﾛｯ
ｸ速度を越えている。

仕様内でAVRが走行することを調べてくだ
さい。AVRの速度種別を調べ、動作電圧と
動作周波数についてﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてく
ださい。

AVRが～MHzで動
作しないが、より低
い周波数で動作す
る。 STK500上に～MHzｸﾘｽ

ﾀﾙを装着。

STK505上のｿｹｯﾄにｸﾘｽﾀﾙを配置してくだ
さい。ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁをXTAL位置に設定して
ください。



全回路図

以下に、STK505改訂Aの実装図と全回路図が示されます。
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実装図 (表面視)
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全回路図
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